
入 塾 試 験 概 要

志願票と小論文の書式を桂太郎塾ホームページよりダウンロードし、
必要事項を記入のうえ、申込締切日時までに以下へ提出してください

２０２３年１１月１６日（木）～２０２３年１２月６日（水）１６：００

文京キャンパス ：研究支援課（Ｃ館２階）

八王子国際キャンパス：八王子学務課（管理研究棟１階）

日時 ： ２０２３年１２月１６日（土） １３：３０より

場所 ： 文京キャンパス ※教室は申込者個別にTakudai Portalにて連絡します。

小論文・面接試験

出願方法

出願期間

面接試験

選考方法

桂 太 郎 塾
１６期生募集

次世代リーダー養成講座

＊＊＊ 詳しくはホームページをご覧ください ＊＊＊

桂太郎塾

問い合わせ先：研究支援課(文京キャンパスＣ館2階) Tel 03-3947-7595／ E-mail katsurajuku@ofc.takushoku-u.ac.jp

２０２４（令和６）年度



桂 太 郎 塾 概 要
すべての学部１年生・２年生（入塾時２年生・３年生）

１５名程度

文京キャンパス国際教育会館（F館）

８ヶ月（５月～１２月）

土曜日 講義１０：３０～１２：００ / ゼミナール１３：００～１４：３０

【講義】当代一流の知識人や有識者による講義などを実施

【ゼミナール】論文発表・口頭試問

無料

対 象

募集定員

開講場所

期間・日時

内 容

受 講 料

お 問 い 合 わ せ

学務部研究支援課 文京キャンパスＣ館２階（学務課隣）

03-3947-7595katsurajuku@ofc.takushoku-u.ac.jp

塾頭補佐 野村 明史

創設者の桂太郎公爵は、幕末期に長州藩で 数々の英傑を世に輩出した学舎「松下村塾」を開いた吉田松陰を敬慕していました。その死去に際しては、遺言
で自らの墓地を松陰の霊域に求めたほどです。そんな桂公爵の志を胸に、現代版｢松下村塾｣を究極の理想に掲げ、平成21年４月、  「桂太郎塾」が開塾しまし
た。本塾は、建学の精神に基づき、あらゆる分野においてオピニオンリーダーになりうる俊英を養成し、国家の発展と繁栄、世界の平和と安寧に資することを目的と
したものです。

グローバル化が急速に進展する中で、次代の日本を担うリーダーには、「人種の色と地の境 我が立つ前に差別なし」と本学の校歌にも謳われている通り、自国
を愛し、他国を敬う態度を養うことが求められています。偏狭で排他的なナショナリズムやイデオロギーを捨て、自己主張のみに陥ることなく、相手を受け入れようと
する柔軟性、協調性、バランス感覚を持ったリーダーを育成することで、新しい時代の要請に応え、社会変革の原動力となることを目指していきたいと思います。

桂太郎公爵の崇高なる志を受け継ぎ、
『公共精神』と『開拓精神』をもった次代のリーダーを育成

塾 長 森本 敏
もりもと さとし

拓殖大学顧問・元防衛大臣

塾頭 丹羽 文生
に わ ふみお

国際日本文化研究所長
政経学部教授

塾長補佐 名越 健郎
なごし けんろう

大学院
国際協力学研究科特任教授

塾頭補佐 野村 明史
のむら あきふみ

海外事情研究所准教授

政治学
日本政治史

ロシア研究
メディア論

中東政治
イスラーム研究

安全保障 軍備管理
防衛問題 国際政治

塾の内容に関すること申込手続きに関すること

※桂太郎塾の課程を修了した学生には、桂太郎塾奨学金を給付いたします。

窓口時間：10:00～18:00 （昼休み 11:30～13:00） anomura@ner.takushoku-u.ac.jp

塾頭補佐 梅田 皓士
うめだ ひろし

海外事情研究所助教

韓国政治
日韓関係

指 導 教 員 の 紹 介（2023年度）

【2023年度主な招聘講師】

読売新聞編集委員

飯塚 恵子 氏
マーケティングコンサルタント

西川りゅうじん 氏

元内閣官房副長官補
元軍縮会議日本政府代表部大使

髙見澤 將林 氏

佐賀新聞社 代表取締役社長

中尾 清一郎 氏当代一流の知識人や有識者による講義

ゼミナール
論文発表後の口頭試問の様子


